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面積：168㎡（51万坪）
標高：220m～420m



オリンピック自転車競技（4種目）
全てがトレーニング可能な環境

トラック競技

• 400m・333.3m・250m

ロード競技

• 5Km・3Kmサーキットコース

ＭＴＢコース

• 全長2.5Kmクロスカントリーコース

ＢＭＸコース

• 全長325.5m、高さ5.6mのスタートヒル



トラック競技

400m Track

250m Track（Outdoor） 333.3m Track

Izu Velodrome



ロード・ＭＴＢ・ＢＭＸコース

5km Road course
BMX Course

MTB Course



付随する関連施設

台上走行試験（日本競輪学校）

宿泊施設「サイテル」

ウェイトトレーニングルーム



平成29年度 中央競技団体による施設利用実績

オリンピック
（１）男子トラック短距離ナショナルチーム強化合宿 １７２日
（２）女子トラック短距離ナショナルチーム強化合宿 １７２日
（３）男子トラック中距離ナショナルチーム強化合宿 ６０日
（４）女子トラック中距離ナショナルチーム強化合宿 ６０日
（５）男子ジュニアナショナルチーム強化合宿 ３２日
（６）女子ジュニアナショナルチーム強化合宿 ３２日
（７）強化合宿時以外のＮＦ強化対象選手による練習 １０日
（８）（１）～（７）以外でのウェイトトレーニング １５１日
（９）マウンテンバイク競技強化合宿 ４日
（１０）ＢＭＸ競技強化合宿 ０日
（１１）ユースオリンピック強化合宿 ０日

実日数：２５３日
延日数：４２９日

※トラック短距離及び中距離は、男女合同合宿のため、延べ日数は合宿日数のカウントとする。

パラリンピック
（１）パラリンピック競技ナショナルチーム強化合宿 ６６日
（２）強化合宿時以外のＮＦ強化対象選手による練習 １日

実日数：６７日
延日数：６７日



トップアスリートが施設を利用するための環境整備

ウェイトトレーニングの機器配置
平成28年11月に就任したナショナルトラック短距離チームのヘッドコーチである

ブノア・ベトゥ氏、コーチのジェイソン・ニブレット氏の両コーチの指導方針の下、
世界の強豪たちのパワーに対抗するためには、ウェイトトレーニングが絶対不可
欠のため、毎週月、水、金曜日の午前中は、本センターのジムにおいてフィジカ
ルトレーニングを実施した。その際に、同チームは、平成29年度に当該事業にて
配備した次の機器を最大限利用して、そのパワーアップを図った。

（１）ＮＦが指定する強化対象選手が施設を利用するに当たり、一般利用者の
ために供されてる設備備品とは別に必要となるトレーニング機器等物品の導
入及び管理

配備機器
・レッグプレス
・グレートハムベンチ
・62°スミスマシン



トップアスリートが施設を利用するための環境整備



トップアスリートが施設を利用するための環境整備

①メカニックの配置（オリンピック・パラリンピック）

②管理栄養士の配置（オリンピック・パラリンピック）

③トレーナーの配置（オリンピック・パラリンピック）

④義士装具士の配置（パラリンピック）

⑤メンタルサポート専門家の配置（パラリンピック）

（２）ＮＦが実施する選手強化活動時における、スポーツ医・科学・情報等のサ
ポートスタッフの配置



トップアスリートが施設を利用するための環境整備

①医科学サポートにおいて必要な施設及び備品等を提供。

②伊豆ベロドローム内に整備室や機材庫など通年使用できる部屋を確保す
るとともに、トレーニング時に様々なデータ分析やコーチが各種作業できる
コーチ室等を貸与している。

（３）医・科学・情報等のサポートを実施するに当たり、必要となる物品の導入
並びにサポート環境の整備



関係機関との調整及び情報収集／発信

①オリンピックナショナルの短距離、中距離チーム、ジュニアチーム、パラリン
ピックナショナルチーム、競輪学校訓練、大学生や高校生の強化合宿など、１
年を通して、ほぼ毎日稼働している伊豆ベロドロームをオリンピック・パラリン
ピックのナショナルチームを優先的に利用できるよう、関係団体との連携を密
にして、利用調整を図っている。

②オリンピック・パラリンピックの両ナショナルチームが希望するトレーニング
施設を利用できるように、利用希望日が、休館日や時間外の際にも、職員の
時差出勤や休日出勤により、円滑に同チームのトレーニングが実施されるよう
施設の開閉などに協力している。

（１）ＮＦが指定する強化対象選手が施設を優先利用するための利用調整業
務



関係機関との調整及び情報収集／発信

①競技別ＮＴＣ拠点活用推進委員会の実施（年間4回）
委員会メンバー：施設、ＮＦ（オリンピック・パラリンピック）、ＪＯＣ

②ＪＯＣの拠点ネットワークワーキンググループへの出席

③隣接する日本競輪学校との連携

④本センターの医務室、産業医及び近隣医療機
関や消防署等との連携

⑤静岡県や伊豆市などの地元行政と協働により、
自転車競技に関する啓発イベント等の開催

（２）ＮＦ、ＪＯＣ又はＪＰＣ、国立スポーツ科学センター、地域のスポーツ医・科
学センター、大学並びに行政等関係機関との連絡調整業務



関係機関との調整及び情報収集／発信

①自転車競技に精通した本センターの職員をスタッフに充てることで、ナショナ
ルチームの強化トレーニングが円滑に進むよう協力している。伊豆ベロドロー
ム内の電気計時システムの利用希望などがある場合は即座に対応できるよう
な体制を整え、その要望に応えるようにしている。

（３）利用調整、関係機関との連絡調整及び連携体制の整備に関する業務に
必要となるマネジメントスタッフの配置



関係機関との調整及び情報収集／発信

①ＪＯＣ主催のセミナーや合同ミーティングへ本センターの担当職員を出席さ
せ、他拠点との連携ネットワークの構築を図っている。

②アジアの拠点としてＩＦから指定されていることから、世界の各種情報に関し
てＮＦとの情報共有を行うようにしている。平成29年11月には、ＩＦのトレーニ
ングセンターであるワールド・サイクリング・センター（ＷＣＣ）からの要望で、
パラサイクリングコーチのための養成コースが本センターにおいて開催され
た。日本からは、5名が参加し、本センターのスタッフがアシスタントインスト

ラクターとして開催に協力した。

③「ＣＳＣ ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ」を定期的に発行し、競技別強化拠点の出来事
やナショナルチームの競技成績等を中心に各種情報を外部へ配信している。

（４）ＪＯＣ・ＪＰＣ等スポーツ関係機関が実施する各種セミナー等への参加によ
る、ＮＴＣ競技別強化拠点施設関連情報の収集及び発信



関係機関との調整及び情報収集／発信

「ＣＳＣ ＮＥＷＳ ＬＥＴＴＥＲ」を定
期的に発行し、各種情報を外部
へ配信している。



地元行政や教育機関との連携による競技体験等の実施

①静岡県三島市が主催するタレントID事業「みしまジュニアスポーツアカデ
ミー」の自転車競技体験プログラムの受け入れを実施している。

②静岡県立伊豆総合高校のライフスポーツ（選択体育授業）として、自転車競
技の体験を平成23年度から実施している。

③地元小中学校を対象に自転車競技体験を実施。平成29年度は熊坂小学校
（伊豆市）、大仁北小学校（伊豆の国市）からの要請により、体験会の受け
入れを行った。

伊豆総合高校のライフスポーツ（選択体育授業）



地元行政や教育機関との連携による競技体験等の実施

伊豆総合高校のライフスポーツ（選択体育授業）

みしまジュニアスポーツアカデミー」の自転車競技体験プログラム



平成29年度 主な国際大会における結果

①2018UCIトラック世界選手権大会（平成30年3月：オランダ・アペルドールン）
・河端朋之選手…男子ケイリン 銀メダル

②2017-2018UCIトラックワールドカップ
第2戦（平成29年11月：イギリス・マンチェスター）
・女子チームパーシュート（梶原、中村、橋本、古山）…銅メダル
第3戦（平成29年12月：カナダ・ミルトン）
・梶原悠未選手…女子オムニアム 金メダル
第4戦（平成30年1月：チリ・サンティアゴ）
・脇本雄太選手…男子ケイリン 金メダル
・梶原悠未選手…女子オムニアム 金メダル
・橋本英也選手…男子オムニアム 銀メダル
・男子チームパーシュート（近谷、今村、一丸、沢田）…銀メダル
・女子チームパーシュート（鈴木、中村、橋本、古山）…銅メダル

③2018 アジア自転車競技選手権大会
（平成30年2月：トラック・マレーシア、平成30年2月ロード・ミャンマー）
・トラック及びロード種目併せて 金メダル10個、銀メダル2個、銅メダル2個



平成29年度 主な国際大会における結果



平成29年度 主な国際大会における結果



平成29年度 主な国際大会における結果

パラリンピック
①2017UCIパラサイクリングロード世界選手権大会
（平成29年9月：

南アフリカ共和国・ピータープリッツバーグ）
・野口佳子選手…ロードタイムトライアル 金メダル

ロードレース 銅メダル

②2018 アジアパラトラック自転車競技選手権大会
（平成30年2月：マレーシア）
・川本翔大選手…インディビデュアルパーシュート

金メダル
1㎞タイムトライアル 銀メダル

・野口佳子選手…インディビデュアルパーシュート
金メダル
500ｍタイムトライアル 金メダル


